
令和4年11月 ④

副 島 慶 輝 副 島 慶 輝

人工ペースメーカー外来
リウマチ外来
不妊症外来
難聴 ・ 補聴器外来
ペインクリニック
禁煙外来
頭痛外来
スポーツ外来
膝関節外来
健康診断
機能的脳神経外科
手の外科
足の疾患センター
骨軟部腫瘍
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

総合診療
精神科（予約制）【G5】

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）

女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

脳神経外科
機能的脳神経外科（毎月最終水曜日（予約制））

消化器内科

外科
消化器外科
内視鏡外科

呼吸器外科

肝臓内科

心臓血管外科
足の疾患センター（予約制）

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科【Ｈ２】

麻酔科・ペインクリニック

整形外科

リウマチ科

皮膚科（予約制）
形成外科

泌尿器科

眼科

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４

生活習慣病センター

板 敷 康 隆

早 野 智 子

鳥井　亮（非）

脳神経内科
（午後外来は予約制）

吉 田 　 晋

吉 田 　 晋

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
栗山龍太郎
米 原 孝 則
峯 　 孝 友

村 上 直 子
田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

松井久未子 松井久未子（再来のみ）鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

大 谷 　 望
古 谷 雄 司

大 谷 　 望

田中信一郎

吉 野 茂 文

北 原 正 博
木原ひまわり

吉 野 茂 文

坂 口 栄 樹

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦
福 井 健 彦

伊原公一郎
富 永 康 弘

鄭 　 泰 秀 德 永 貴 範

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望大 谷 　 望
頴原　隆（非）

田中信一郎

坂 本 和 彦

吉 田 　 晋 矢 原 　 昇

田 和 聖 子
藤 田 文 彦

栗山龍太郎
篠 原 道 雄

鄭 　 泰 秀

北 　 仁 志
（術前診察）

北 　 仁 志
（術前診察）

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齊藤剛（非）

若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴政俊（再来のみ）
德永　舞子
　板 敷 康 隆

長島由紀子

古 谷 雄 司

加藤香織（非） 生嶋一成（非）
尾 本 雅 俊

押部奈美子

尾 本 雅 俊

矢 原 　 昇

林 　 弘 人
北 原 正 博

矢 原 　 昇 坂 本 和 彦

坂 口 栄 樹

村 上 雅 憲
村 上 雅 憲

村 上 雅 憲

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦
北 　 仁 志

峯 　 孝 友
富 永 康 弘

峯 　 孝 友
德 永 貴 範
鄭 　 泰 秀

田 原 晋 作 田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

早 野 智 子
古 谷 雄 司
早 野 智 子

田中信一郎

押部奈美子
尾 本 雅 俊

田中信一郎 田中信一郎

尾 本 雅 俊
　

尾 本 雅 俊
　

山 下 勝 弘
藤岡裕士（非）

山 下 勝 弘

吉 野 茂 文

坂 本 和 彦

原 野 　 恵
吉 田 拓 生

坂 口 栄 樹
千 原 大 典

坂 口 栄 樹
戒 能 聖 治

原 野 　 恵
千 原 大 典

吉 野 茂 文
長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

内 本 亮 吾
田 和 聖 子

伊原公一郎
篠 原 道 雄
米 原 孝 則

鄭 　 泰 秀
德 永 貴 範 德 永 貴 範 德 永 貴 範

村 上 直 子

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

高須啓之（非）

牧 　 隆 司

林 　 公 一

松 本 泰 幸
担 当 医

下村尚子（非）

松 本 泰 幸
担 当 医

岡 田 宗 正
松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

白水　舞（非）

松 本 裕 美 松 本 裕 美 松 本 裕 美平 岡 興 三 平 岡 興 三

午前
午前

午前
午前

午後

午後

午前

午前

午前（再来）

午前

　　（新来）

（新来）
（再来）

（再来）

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前
午前

午前

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間

午前

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療【Ｈ２】

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん
消化器・肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター【Ｇ８】

放射線診断科（紹介予約のみ） 午前

生活習慣病センター【Ｈ３】

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター【ＥＲ】

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

心理カウンセリング（予約制）

　　（新来）
　　（再来）

（10時から） （10時から）
鄭 　 泰 秀
（10時から）（10時から） （10時から）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

（　　）午前

　　（再来）午後

佐 藤 　 穣佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

小 林 　 博
小林かおり

小 林 　 博
小林かおり

小林 博（予約のみ）
小林かおり（予約のみ）

小 林 博（予約のみ）
小林かおり（予約のみ）

小 林 　 博
小林かおり

予約
新患

柳 井 秀 雄
戒 能 聖 治

2022年11月1日
外来診療担当医一覧表

診療受付時間 ： 午前8：30～11：30
　　　　　　   午後（各診療科外来にお問い合わせください）
※休診日：土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始（12/29～1/3）

〒752-8510　下関市長府外浦町1番1号

国立病院機構 関門医療センター
★代表

★地域医療連携室　

（★透析センター FAX（083）241-1308）

TEL（083）241-1199
FAX（083）241-1301
(紹介患者専用ダイヤル ： 紹介状をお持ちの方)
TEL（083）241-1191（2561・2377）
FAX（083）241-1302

https://kanmon.hosp.go.jp/

（　　 ）11時以降
予約のみ

（受付時間11時まで）

4
舌
癌
を
体
験
さ
れ
た
歌
手
で

タ
レ
ン
ト
の
堀
ち
え
み
さ
ん
が
、

ご
自
身
の
体
験
か
ら
感
じ
ら
れ

た
癌
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
の

大
切
さ
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。実
体
験
か
ら
の
お
話
は

心
に
響
く
も
の
で
、私
を
含
め

多
く
の
聴
衆
が
時
に
涙
を
浮
か

べ
つ
つ
拝
聴
し
ま
し
た
。ス
チ
ュ

ワ
ー
デ
ス
物
語
世
代
の
私
に
と
っ

て
は
、堀
ち
え
み
さ
ん
と
一
緒
に

講
演
と
い
う
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
講
演
の
主
な
内
容
で
す
。

①
乳
癌
が
増
え
て
い
る

　

最
近
で
は
年
間
約
10
万
人

の
罹
患
者
数
で
、ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
る
の
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
検

診
受
診
者
数
が
減
り
、進
行

し
た
状
態
で
受
診
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。癌

は
待
っ
て
く
れ
な

い
の
で
、癌
検
診
は

定
期
的
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

②
乳
癌
の
診
断

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

と
エ
コ
ー
で
癌
疑
い

　

10
月
は「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月

間
」と
し
て
、乳
癌
検
診
の
普
及

啓
発
を
目
的
と
し
て
、様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

2
0
2
2
年
10
月
8
日（
土
曜

日
）に
、県
民
公
開
講
座 

ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
in
や
ま
ぐ
ち
2
0
2
2 

が
、山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。会
場
で
の
密
を
避
け
る

た
め
、今
回
は
定
員
400
名
、事
前

登
録
制
で
し
た
が
、参
加
希
望

者
は
多
く
、早
々
に
定
員
に
達
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
１
部 

基
調
講
演
と
し
て

「
正
し
く
学
ぼ
う
、乳
癌
の
こ
と

〜
最
近
の
診
断
と
治
療
〜
」と

題
し
て
講
演
い
た
し
ま
し
た
。

第
2
部 

特
別
講
演
は
、ス
テ
ー
ジ

の
病
巣
を
見
つ
け
、病
理
組
織

診
断
で
確
定
診
断
を
す
る
の

が
基
本
で
す
。各
検
査
の
種

類
は
改
良
が
進
み
、よ
り
詳

細
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

③
乳
癌
の
治
療

　

治
療
の
3
本
柱
は
手
術
、

放
射
線
、薬
物
療
法
で
す
。中

で
も
薬
物
療
法
の
進
歩
は
著

し
く
、特
に
こ
の
1
〜
2
年
は

多
く
の
薬
剤
が
新
た
に
薬
事

承
認
、保
険
適
応
追
加
さ
れ

て
治
療
が
複
雑
に
な
って
き
ま

し
た
。

④
ス
テ
ー
ジ
と
サ
ブ
タ
イ
プ

　

ス
テ
ー
ジ
で
治
療
の
目
的

を
、サ
ブ
タ
イ
プ
で
治
療
の
種

類
と
順
序
を
決
め
ま
す
。サ

ブ
タ
イ
プ
は
癌
の
個
性
と
も

い
え
ま
す
。個
性
を
大
事
に

す
る
時
代
で
す
が
、癌
治
療

で
も
癌
の
個
性（
サ
ブ
タ
イ
プ
）

に
よ
っ
て
治
療
法
を
選
択
し
ま

す
。治
療
法
は
日
々
進
化
し
て

い
る
の
で
、最
新
の
情
報
を
仕

入
れ
て
最
善
の
治
療
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

約
40
分
間
の
講
演
で
、受
講

者
の
皆
さ
ん
は
メ
モ
を
取
る
な
ど

熱
心
に
聴
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。今
後
も
乳
癌
検
診
の
普
及

啓
発
に
、そ
し
て
最
善
の
診
断
治

療
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
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Speed
Standard&Safety

Smile

県
民
公
開
講
座 

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
in
や
ま
ぐ
ち
2
0
2
2

基
調
講
演「
正
し
く
学
ぼ
う
、乳
癌
の
こ
と
〜
最
近
の
診
断
と
治
療
〜
」長島　由紀子

ながしま ゆきこ

外科医長

〈　　　　　　　  〉



時
な
ど
は
、回
数
を
減
ら
し
て
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。ま
た
、起
床
時
は
口
腔
内
の
細
菌
が

増
え
て
い
る
た
め
、朝
食
前
に
歯
磨
き・舌
清

掃
・
う
が
い
を
軽
く
行
い
、朝
食
後
に
し
っ
か

り
と
歯
磨
き・舌
清
掃・う
が
い
を
行
う
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

歯
ブ
ラ
シ
は
自
分
に
適
し
た
サ
イ
ズ
や
硬

さ
が
よ
い
と
思
い
ま
す（
図
1
）。ペ
ン
グ
リ
ッ

プ（
鉛
筆
持
ち
）で
歯
ブ
ラ
シ
を
持
ち
、歯
の

表
面・裏
面・咬
み
合
わ
せ
面
に
加
え
、『
歯
と

歯
の
間
』や『
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
』も
縦・横・

斜
め
磨
き
や
糸
よ
う
じ・歯
間
ブ
ラ
シ
を
用
い

て
清
掃
し
ま
し
ょ
う（
図
2
a
）。歯
み
が
き

粉（
歯
磨
剤
）の
量
は
適
量
で
よ
い
で
す
。歯

磨
剤
は
非
常
に
種
類
が
多
い
た
め
、現
在
使

用
し
て
い
る
物
で
よ
い
で
し
ょ
う
。知
覚
過
敏

症
の
方
は
知
覚
過
敏
用
歯
磨
剤
の
使
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

舌
の
表
面
に
も
食
べ
か
す（
舌

苔
）が
付
着
し
細
菌
が
繁
殖
す
る

た
め
、口
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、最
近
で
は
舌
清
掃
の
重

要
性
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
図

2
b
）。舌
清
掃
は
舌
専
用
の
舌
ブ

ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
で
清
掃
す

る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。舌
の
後
方
の

清
掃
時
に
嘔
吐
反
射
が
生
じ
る
場

合
は
、可
能
な
範
囲
で
の
清
掃
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

歯
磨
き
・
舌
清
掃
が
終
了
し
た

ら
、ま
ず
水
で
う
が
い
し
、次
に
洗
口

剤
で
う
が
い
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。洗
口
剤
も
多
く
の
商
品
が

③ 令和4年11月 ②令和4年11月

はやの ともこ

早野　智子
診療科：循環器内科・女性総合診療科

何とか盛り返したプランターの茄子

飯橋　直太
はんのえ なおた
研修医

周防大島町立病院にて

板敷　康隆
いたしき やすたか

歯科口腔外科医

Ｑ 

出
身
地
は
？

下
関
市
で
す
。下
関
西
高
出
身
で
す
。

Ｑ 

今
、行
き
た
い
と
こ
ろ
は
？

和
歌
山
県
・三
重
県
め
ぐ
り
。

パ
ン
ダ
や
ラ
ッ
コ
も
観
た
い

で
す
ね
。

Ｑ 

お
す
す
め
の
場
所
は
？

下
関
市
の
角
島

Ｑ 

「
私
の
健
康
法
」を
教
え
て
く
だ
さ
い

ラ
ジ
オ
体
操
と
お
味
噌
汁

（
最
近
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
頼
り
が
ち
で
す
）

Ｑ 

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

＊
各
医
療
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
の
プ
ロ
意
識
が
高
く
、知
識
や
行
動
力
が
素
晴
ら
し

　
い
こ
と
。

＊
各
科・多
職
種
間
の
連
携
が
よ
く
、風
通
し
が
良
い
こ
と
。

  

（
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）

＊
様
々
な
出
身
大
学
の
研
修
医
師
が
、連
携
し
て
仲
良
く
切
磋
琢
磨
し
て
い
る

　

こ
と
。

Ｑ 

今
、夢
中
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

今
年
の
初
夏
か
ら
、プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
の
種
を
蒔
き
、育
て
始
め
ま
し
た
。現

在
、オ
ク
ラ
が
少
し
ず
つ
採
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 
失
敗
談
は
あ
り
ま
す
か
？

プ
ラ
ン
タ
ー
で
開
花
し
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ

に〝
う
ど
ん
こ
病
〞が
入
り
、実
が
大

き
く
な
る
前
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。ピ
ー
マ
ン・ナ
ス
に
も
ハ
ダ
ニ
が

つ
い
て
、か
な
り
葉
が
落
ち
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
い
た
く
な
い

と
思
い
ま
す
が
、日
ご
ろ
の
こ
ま
め
な

観
察
と
、事
前
の
知
識
で
、時
期
を

見
計
ら
っ
て
最
少
量
の
投
薬
が
必
要

だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

海
響
マ
ラ
ソ
ン
2022木原　ひまわり

きはら

外科

　

2
0
2
2
年
11
月
6
日
、秋
空
の
下
、海
響
マ
ラ

ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、今
年
度
も
ド
ク
タ
ー
ラ
ン
ナ
ー

28
名
、ナ
ー
ス
ラ
ン
ナ
ー
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
な
が
ら
ラ
ン
ナ
ー
の
体
調
を
見
て
、

続
行
・
中
止
の
助
言
を
し

た
り
、重
症
度
に
応
じ
て

救
護
者
、
救
急
車
、

A
E
D
な
ど
の
要
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。ラ
ン
ナ
ー

の
健
康
を
守
り
、安
全
に

大
会
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
陰
な
が
ら
支
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
に

根
ざ
し
た
病
院
と
し
て
、

市
民
交
流
を
深
め
、地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
は
じ
め
に
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
C
O
V
I
D
-19
）

が
2
0
1
9
年
12
月
末
に
報
告
さ
れ
、現
在

ま
で
、日
本
で
は
感
染
対
策
の
1
つ
と
し
て
、

マ
ス
ク
装
着
が
日
常
的
と
な
って
い
ま
す
。コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、食
欲
の
秋・味
覚
の

秋
を
迎
え
、季
節
感
の
あ
る
お
い
し
い
食
べ
物

を
食
べ
る
こ
と
が
健
康
の
第
一
歩
と
考
え
ま

す
。マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
常
に
、歯・歯
肉・舌

な
ど
、お
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。今
回
は
歯
磨
き
お
よ
び
舌
清
掃
に

つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
頂
き
、セ
ル
フ

ケ
ア
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
歯
磨
き・舌
清
掃
の
回
数・方
法
等
つ
い
て
】

　

歯
磨
き・舌
清
掃
は
基
本
的
に
は
毎
食
後

と
寝
る
前
の
1
日
4
回
行
っ
て
頂
く
こ
と
が

ベ
ス
ト
で
す
が
、体
調
不
良
時
や
時
間
が
な
い

あ
る
た
め
、

自
身
に
合
っ

た
洗
口
剤
を
使
用
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま

す（
図
1
）。

【
お
わ
り
に
】

　

歯
科
治
療
は
う
蝕（
虫
歯
）や
歯
周
病
の

程
度
、部
分
床
義
歯
や
総
義
歯
の
使
用
の
有

無
な
ど
に
よ
り
、治
療
方
針・期
間
が
異
な
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、か
か
り
つ
け
歯
科
で
の
治
療
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。当
科
で
の
診
断・治
療
が
必

要
な
場
合
は
、か
か
り
つ
け
歯
科
よ
り
地
域

連
携
室
を
通
じ
て
紹
介
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

歯
磨
き
お
よ
び
舌
清
掃
に
つ
い
て

歯
磨
き
お
よ
び
舌
清
掃
に
つ
い
て

【
地
域
医
療
研
修
を
終
え
て
】

　

こ
の
度
私
は
周
防
大
島
町
立

病
院
に
て
地
域
研
修
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。周
防
大
島
町

は
人
口
約
1
5
0
0
0
人
、高

齢
者
率
約
55
%
と
下
関
市
よ
り

も
遥
か
に
進
ん
だ
高
齢
化
社
会

で
す
。で
す
の
で
、生
活
習
慣
病

や
高
齢
者
介
護
な
ど
の
問
題
に

深
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

1
ヵ
月
で
し
た
。高
齢
者
介
護
に

つ
き
ま
し
て
は
依
然
問
題
は
山

積
で
す
が
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
に
よ
る
実
態
の
把
握・施
設
の

増
設
な
ど
が
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
進
ん
で
い
る
現
状
を
実

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
医
師
と
し

て
も
訪
問
診
療
の
場
に
お
い
て
助

言
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
生
活

習
慣
病
に
関
し
て
は
平
均
寿
命

が
延
び
て
い
る
現
状
、避
け
て
は

通
れ
な
い
問
題
で
す
。外
来
や
健

康
教
室
を
通
し
て
、健
康
な
う
ち

か
ら
予
防
に
努
め
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、自
身
も
そ
れ
に

携
わ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。今
後
の
診
療
に
お
い
て
目

の
前
の
病
態
を
解
決
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、患
者
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マイナンバーカード手続きはお済ですか？
　マイナンバーカードの保険証の利用が始まっています。
　カードリーダーに置くだけで、オンラインで医療保険資格を確認できま
す。また、本人の同意のもと、どこの医療機関でも特定検診情報や薬剤履
歴を共有でき、より適切な医療がスムーズに受けられるようになります。

　

左より普通の歯ブラシ、部
分磨き用歯ブラシ、タフト
ブラシ、小児用歯ブラシ
などがあります。

様々なサイズの歯間ブ
ラシがあり、通常はSSS
のサイズがよいでしょう。

糸ようじ（フロス）にも
様々な種類があります。

舌清掃には専用の
舌ブラシや口腔ケ
ア用のスポンジブ
ラシを使用すると
よいでしょう。

洗口剤(液体ハミガキ・洗口液) には
低刺激性のタイプもあります。

横 磨 き 縦 磨 き 斜 め 磨 き

糸ようじ
(デンタルフロス) 歯間ブラシ

図2a

歯磨きは歯の表面・裏面・咬み合わせ面に加え、『歯と
歯の間』や『歯と歯ぐきの間』も歯ブラシで縦・横・斜め
磨きや糸ようじ・歯間ブラシを用いて清掃しましょう。

図2b

図1

清 掃 前

清 掃 後

歯磨きと補助器具の使用方法舌清掃の前後

学 会 受 賞
　

令
和
4
年
9
月
15・16
日
に
開
催
さ
れ

た
第
97
回
中
四
国
外
科
学
会
の
、研
修
医・

専
攻
医
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
優
秀
演
題
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。希
少
な
症
例
で
の
発
表
の

機
会
を
い
た
だ
き
、ご
指
導
い
た
だ
い
た

北
原
先
生
を
は
じ
め
外
科
の
先
生
方
、

各
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

頼
れ
る

外
科
医
に

な
れ
る
よ
う

臨
床
で
も
精

進
し
て
参
り

ま
す
。




